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(百万円未満切捨て)

１．平成30年８月期第２四半期の連結業績（平成30年１月１日～平成30年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年８月期第２四半期 73,087 60.9 5,200 130.6 4,471 － 2,595 －

29年12月期第２四半期 45,424 111.9 2,254 － 345 － △1,780 －
(注) 包括利益 30年８月期第２四半期 2,650百万円( －％) 29年12月期第２四半期 △938百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年８月期第２四半期 43.21 43.17

29年12月期第２四半期 △108.29 －
　　

　平成29年12月期第２四半期に株式会社USEN及びその連結子会社３社を連結しており、平成29年12月期第２四半期連
結業績には、株式会社USEN及びその連結子会社３社の３ヶ月分（平成29年３月１日～平成29年５月31日）が含まれて
おります。
　また、平成30年８月期については、平成30年１月１日～平成30年８月31日までの変則決算となっております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年８月期第２四半期 127,730 14,417 11.3

29年12月期 125,918 12,152 9.6
(参考) 自己資本 30年８月期第２四半期 14,373百万円 29年12月期 12,030百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

30年８月期 － 0.00

30年８月期(予想) － － －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

平成30年８月期については、平成30年１月１日～平成30年８月31日までの変則決算となっております。
　

３．平成30年８月期の連結業績予想（平成30年１月１日～平成30年８月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 106,000 － 6,000 － 5,000 － 2,400 － 39.96
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

平成30年８月期については、平成30年１月１日～平成30年８月31日までの変則決算となっております。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 1社（社名） USEN-NEXT Design株式会社
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年８月期２Ｑ 60,057,011株 29年12月期 60,057,011株

② 期末自己株式数 30年８月期２Ｑ －株 29年12月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年８月期２Ｑ 60,057,011株 29年12月期２Ｑ 16,445,017株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（四半期決算補足資料の入手方法について）
　平成30年８月期第２四半期 決算概況資料は、本日（平成30年８月９日）、当社ホームページで開示しておりま
す。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループにおいては、BtoB市場では主軸事業である音楽配信サービスの提供先である業務店を始め、ホテ

ル・病院・ゴルフ場や中小オフィスといった様々な顧客が当社グループにとっての最大の資産であると考えてお

ります。

これらを最大限に活用するとともに、経営統合により拡大した事業領域における様々な顧客ニーズや課題をワ

ンストップで解決するソリューション提供企業としての地位を更に確固たるものとするための取り組みに注力し

ております。

当第２四半期連結累計期間においては、引き続き既存事業の強化を図るとともに、高成長事業と位置付ける電

力を中心としたエネルギー事業への取り組みや店舗向けIoTを始めとするサービスラインナップの充実にも積極的

に取り組んでまいりました。

また、同じく高成長事業と位置付けているコンテンツ配信事業においては、映像配信サービス（ビデオ・オ

ン・デマンド）の市場規模は順調に拡大していることから、一層の事業規模の拡大を図るために、引き続きサー

ビスの拡充、新規顧客の獲得に取り組んでまいりました。

また、平成30年６月には中国大手のアクワイアラー・プラットフォーマーであるLakala社の日本法人、株式会

社ラカラジャパンと日本企業では初めて業務提携契約を締結しました。今回の契約締結により当社傘下のグルー

プ企業を通じて、今夏より「Alipay（支付宝／アリペイ）」、「WeChat Pay（微信支付／ウィーチャットペ

イ）」といった中国の主要電子決済サービス双方の取扱いが可能となります。増加傾向にある訪日中国人観光客

は、日本国内での消費額が外国人観光客の約４割にも相当しており、飲食店やホテル、レジャー施設などは、こ

の中国電子決済サービスを導入し、訪日中国人観光客が簡単にお支払いを済ませることが可能となることで集客

の増大が見込めることから、当社グループにとっての最大の資産である様々な顧客のニーズや課題解決の一助に

なるものと期待いたしております。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高73,087百万円(前年同四半期比60.9％増)、営業利益

5,200百万円(前年同四半期比130.6％増)、経常利益4,471百万円(前年同四半期は経常利益345百万円)、また親会

社株主に帰属する四半期純利益につきましては2,595百万円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失

1,780百万円)となりました。

当社グループの各セグメント別の売上高（セグメント間の内部売上高又は振替高を含む。）及び営業利益は以

下のとおりであります。

なお、経営統合により事業領域が拡大したことから、第１四半期連結累計期間より報告セグメントを、「店舗

サービス事業」、「通信事業」、「業務用システム事業」、「コンテンツ配信事業」、「エネルギー事業」、

「メディア事業」の６セグメントといたしております。

また、平成29年12月期第２四半期より株式会社USEN及びその連結子会社３社を連結しており、平成29年12月期

第２四半期の連結業績には、株式会社USEN及びその連結子会社３社の３ヶ月分（平成29年３月１日～平成29年５

月31日）が含まれております。
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＜店舗サービス事業＞

店舗サービス事業は、連結子会社の㈱USEN、㈱ユーズミュージック、㈱USENテクノサービスが運営しており、

音楽配信を始めとする店舗ソリューションの提供・販売・施工、音楽著作権の管理・開発等を行っております。

店舗サービス事業は、当社グループの事業の主軸であり、その安定的な収益基盤を軸に、店舗のIoT市場の開拓

を積極的に進めていく方針です。このため、特に、業務店向け市場において顧客との取引の維持拡大、新規顧客

の獲得及びブランド力の向上に取り組んでまいりました。

業務店・チェーン店向けには、店舗及び商業施設向けサービスのラインナップの充実を企図し、音楽配信サー

ビスやIoTサービスを中心に開業支援や事業環境の構築から集客・販売促進までトータル的なソリューションの提

供やサポートを提案してまいりました。

店舗及び商業施設向けサービスの主なラインナップとしては、多機能×低価格なタブレットPOSレジである

「USEN Register」、飲食業界の課題であるスタッフ不足やインバウンド対応を解決するためのサービスとしてお

客様自身が注文できるUSEN Registerのオプション機能「USEN Register Table Top Order」、店舗アプリ作成サ

ービス「UPLink」、業務店向けWi-Fiサービス「USEN SPOT」やチェーン店向けWi-Fiサービス「USEN SPOT

Enterprise」、スマートフォンやタブレットで簡単接続＆操作で話題のIPカメラ「Viewlaシリーズ」、飲食店向

け予約サービス「USEN Reservation」、カード決済サービス「USEN PAYGATE」等を取りそろえ、更にオフィス向

けサービスとして職場環境を改善するオフィスBGM 「Sound Design for OFFICE」やメンタルヘルスケア対策支援

のASPサービス「こころの保健室」、㈱USENの顧客基盤である飲食店や理美容店、小売店などの事業者向けに少額

短期保険の販売等、音楽配信サービスと併せてこれらの商材の利用促進に注力してまいりました。

また、平成30年５月には日本初、最大級のQ&Aサイト「OKWAVE」を運営する株式会社オウケイウェイヴと共同で

開業・起業にまつわる問題解決をワンストップで解決するコミュニティサイト『店舗の開業準備はcanaeruにお任

せください！』を開設しました。本サイトは開業・起業を目指す方や開業後の経営の悩みの解決を目的とするコ

ミュニティサイトで多くの方々のサポートを開始いたしました。

その結果、店舗サービス事業の当第２四半期連結累計期間における売上高は21,827百万円(前年同四半期比

101.6％増)、営業利益は4,474百万円(前年同四半期比94.8％増)となりました。

＜通信事業＞

通信事業は、連結子会社の㈱ USEN NETWORKS、㈱ U-NEXT、㈱ USEN ICT Solutions、㈱ USEN-NEXT LIVING

PARTNERS、㈱U-MX、㈱Next Innovation、Y.U-mobile㈱が運営しており、ブロードバンドインターネット回線の販

売代理店やオフィスのICT環境構築の提案・販売、MVNOサービス「U-mobile」のほか、個人向けブロードバンドイ

ンターネット回線の提供・販売を行っております。

ブロードバンドインターネット回線の販売代理は、小規模事業者向けを中心とした新規獲得活動が引き続き堅

調に推移しております。

また、オフィスのICT環境構築においては、「USEN GATE 02」のブランドでネットワーク関連サービスやクラウ

ドサービス、データセンターサービス等を手掛けており、オフィスに特化して、顧客ニーズにマッチした業務環

境改善を提案するとともに、オフィスのICT環境構築をワンストップで提供可能な体制作りに取り組んでおりま

す。

その結果、通信事業の当第２四半期連結累計期間における売上高は20,417百万円(前年同四半期比4.3％増)、営

業利益は2,373百万円(前年同四半期比80.5％増)となりました。
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　＜業務用システム事業＞

業務用システム事業は、連結子会社の㈱アルメックスが運営しており、ホテル・病院・ゴルフ場等の業務管理

システム及び自動精算機の開発・製造・販売を行っております。

当該事業の市場環境は、金融緩和による資金需給の改善等に伴い引き続き設備投資需要は増加傾向にありま

す。

ホテル市場においては、2020年東京オリンピックに向け今後更に増加が見込まれる訪日外国人への対応や人手

不足を補完するべく、ITソリューションの導入ニーズの高まりを受けて、引き続きホテル管理システム、自動精

算機等の導入のニーズが高いことから、新商品の市場投入や提案型営業の強化により顧客ニーズを捕捉し、市場

浸透率の向上とシェアの拡大に継続的に取り組んでまいりました。

慢性的な宿泊施設不足解消のため、客室に関する情報を一元管理できる簡易宿泊所向け宿泊管理システム

「innto」をリリースして簡易宿泊所という新たな市場に参入するとともに、平成30年４月には、台湾の店舗予約

サイト『FunNow』を運営するFunNow Ltd.と業務提携契約を締結して、日本と台湾のレジャーホテルへの相互送客

による外国人観光客の利用促進を図っております。

また、平成27年11月に資本業務提携をしたユニロボット社が扱うAIロボット『unibo(ユニボ)』を、新しく開業

する「変なホテル浜松町」に納入し、「テクノホスピタリティを世界へ」という企業理念のもとに、ホテル宿泊

業界の貢献にとどまらず、病院クリニック、介護施設などヘルスケア業界、そしてグループ各社が強みとする飲

食、小売業界への展開も積極的に取り組んでおります。

更に、機器を導入頂いた後の保守メンテナンスや、顧客ニーズにマッチしたきめ細かいカスタマイゼーション

を大切に、効率的で安定したサービスの提供により顧客との信頼関係を強化し、事業基盤の一層の強化・安定化

に引き続き注力してまいりました。

それらに加えて、新規製品やカスタマイズ製品の品質強化を図るため、開発・製造プロセスやフィールドサー

ビスの改善活動に継続的に取り組んでおります。

その結果、業務用システム事業の当第２四半期連結累計期間における売上高は9,218百万円(前年同四半期比

110.6％増)、営業利益は1,726百万円(前年同四半期比127.7％増)となりました。

＜コンテンツ配信事業＞

コンテンツ配信事業は、連結子会社の㈱U-NEXT、㈱U-NEXTマーケティングが運営しており、映像配信サービス

「U-NEXT」の提供・販売を行っております。

映像配信サービスの市場が活性化する中、引き続きユーザーエクスペリエンスの改良、コンテンツの拡充、マ

ーケットの開拓を進め、順調に契約者数を伸ばしております。

コンテンツの拡充においては、アメリカの地上波3大チャンネルの1つであるCBS Studios Internationalとの長

期にわたる包括的コンテンツライセンス契約により実現した、「NCIS」全シリーズをはじめとする人気作品の配

信や、「U-NEXT」で提供中の「NHKオンデマンド」において、ロシアで開催したサッカー「2018 FIFA ワールドカ

ップ」の見逃し配信など、ラインナップの満足度向上に積極的に取り組んでおります。

また、平成30年３月には、音声リモコンや4K作品に対応した新セットトップボックス（STB）「U-NEXT TV」の

販売を開始し、他の視聴デバイスと比べて視聴時間が長いTVでの視聴の推進を図っております。

更に、ソニー株式会社の4Kブラビア®対応リモコンに「U-NEXTボタン」が搭載されるなど視聴される方々の利便

性向上にも注力してまいりました。

その結果、コンテンツ配信事業の当第２四半期連結累計期間における売上高は12,686百万円(前年同四半期比

35.6％増)、営業利益は202百万円(前年同四半期比30.4％減)となりました。
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＜エネルギー事業＞

エネルギー事業は、連結子会社の㈱USENが運営しております。

エネルギー事業では、業務店の店舗や建物並びに商業施設向けサービスラインナップの一環として取り組んで

おり、高圧および低圧電力を中心に販売を進めてまいりました。

当該事業については、将来の主力事業としてより一層成長させるべく、専従の営業部門を設ける等、積極的な

投資並びに営業活動を推進しております。

平成28年９月の立上げ以来契約者数は順調に増加しており、先行投資（固定費）を回収するため、引き続き積

極的な拡販体制を維持し早期の10,000件を達成することで黒字化を目指しております。

その結果、エネルギー事業の当第２四半期連結累計期間における売上高は7,432百万円(前年同四半期比821.0％

増)、営業損失は329百万円(前年同四半期は営業損失184百万円)となりました。

＜メディア事業＞

メディア事業は、連結子会社の㈱USEN Mediaが運営しており、飲食店向け集客支援サービス「ヒトサラ」やウ

ェディングメディア・イベントへの出展、ビューティーマーケット向けのWEBマガジン、フリーマガジンの発行等

を展開しております。

「ヒトサラ」は、料理人（ヒト）と料理（サラ）にフォーカスしたグルメレストラン情報サイトであり、関連

する書籍の出版等、競合他社との差別化によるメディア力の強化を積極的に進めております。

更に、訪日外国人向けグルメサイト「SAVOR JAPAN」を運営しており、平成30年３月には訪日旅行者向けWEBメ

ディア「tsunagu Japan」を運営する㈱TSUNAGUと業務提携し、積極的なメディア連携による集客の最大化を図っ

てまいります。

また、ウェディングメディア「ウエコレ」やスタイリスト探しのWEBマガジン「bangs」など様々な領域への進

出やサービス向上を積極的に進めてまいりました。

平成30年６月に発行した美容メディアのフリーマガジン『bangs TOKYO』では、訪日外国人観光客のニーズに応

えて、外国人ウェルカムサロンのご紹介をはじめ、その場で使える指差しメニューや荷物預かりサービス、グル

メ・カルチャーなど役立つ情報を掲載しインバウンドの取り込みにも注力してまいりました。

その結果、メディア事業の当第２四半期連結累計期間における売上高は2,355百万円(前年同四半期比140.5％

増)、営業利益は175百万円(前年同四半期比327.2％増)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産・負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,811百万円増加し、127,730百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて3,465百万円増加し、41,326百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が537百万円、のれんが1,554百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に

比べて1,653百万円減少し、86,403百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2,120百万円増加し37,620百万円となりました。

固定負債は、長期借入金が2,454百万円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べて2,573百万円減少

し、75,693百万円となりました。

（純資産）

純資産は、利益剰余金が2,294百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べて2,264百万円増加し、

14,417百万円となりました。

　

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会

計年度末に比べ2,875百万円増加の15,886百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシ

ュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動による資金の収入は8,686百万円(前年同四半期比193.0％増)となりま

した。その主な要因は、税金等調整前四半期純利益を4,149百万円、減価償却費を2,976百万円、のれん償却額

を1,554百万円計上したこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の投資活動による資金の支出は2,787百万円(前年同四半期比93.7％減)となりまし

た。その主な要因は、有形固定資産の取得により資金が1,772百万円減少したこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動による資金の支出は3,051百万円(前年同四半期は51,774百万円の獲得)

となりました。その主な要因は、長期借入金の返済により資金が2,794百万円減少したこと等によるものであり

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、当第２四半期の経営成績等を踏まえ、平成30年２月13日の決算短信で公表しま

した通期の連結業績予想を修正しております。

詳細につきましては、本日（平成30年８月９日）公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,010 15,886

受取手形及び売掛金 15,455 16,180

たな卸資産 3,321 3,614

その他 7,383 6,991

貸倒引当金 △1,309 △1,346

流動資産合計 37,860 41,326

固定資産

有形固定資産 19,155 19,692

無形固定資産

のれん 50,187 48,632

その他 3,571 3,628

無形固定資産合計 53,758 52,260

投資その他の資産

その他 19,928 19,230

貸倒引当金 △4,784 △4,779

投資その他の資産合計 15,144 14,450

固定資産合計 88,057 86,403

資産合計 125,918 127,730

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,673 13,553

短期借入金 2,500 2,500

1年内返済予定の長期借入金 4,908 4,908

その他の引当金 283 274

その他 15,132 16,383

流動負債合計 35,499 37,620

固定負債

長期借入金 74,807 72,352

退職給付に係る負債 2,724 2,669

その他の引当金 266 259

その他 467 410

固定負債合計 78,266 75,693

負債合計 113,766 113,313
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 94 94

資本剰余金 11,086 11,089

利益剰余金 767 3,061

株主資本合計 11,948 14,245

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 139 152

退職給付に係る調整累計額 △57 △24

その他の包括利益累計額合計 81 127

非支配株主持分 122 43

純資産合計 12,152 14,417

負債純資産合計 125,918 127,730
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 45,424 73,087

売上原価 25,634 41,085

売上総利益 19,789 32,002

販売費及び一般管理費 17,534 26,802

営業利益 2,254 5,200

営業外収益

その他 116 103

営業外収益合計 116 103

営業外費用

支払利息 357 745

その他 1,668 85

営業外費用合計 2,025 831

経常利益 345 4,471

特別損失

固定資産除却損 202 322

その他 0 －

特別損失合計 202 322

税金等調整前四半期純利益 143 4,149

法人税、住民税及び事業税 788 868

法人税等調整額 291 676

法人税等合計 1,079 1,544

四半期純利益又は四半期純損失（△） △936 2,604

非支配株主に帰属する四半期純利益 843 9

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△1,780 2,595
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △936 2,604

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7 13

退職給付に係る調整額 6 32

その他の包括利益合計 △1 45

四半期包括利益 △938 2,650

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,781 2,641

非支配株主に係る四半期包括利益 843 9
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 143 4,149

減価償却費 1,555 2,976

のれん償却額 807 1,554

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 0

支払利息 357 745

固定資産除却損 202 322

売上債権の増減額（△は増加） △95 △654

たな卸資産の増減額（△は増加） △186 △293

前払費用の増減額（△は増加） △688 122

仕入債務の増減額（△は減少） 246 844

未払金の増減額（△は減少） 1,536 261

前受金の増減額（△は減少） 1,474 963

その他 △840 △854

小計 4,515 10,138

利息及び配当金の受取額 1 9

利息の支払額 △464 △745

法人税等の支払額 △1,088 △716

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,964 8,686

投資活動によるキャッシュ・フロー

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△41,164 －

有形固定資産の取得による支出 △1,100 △1,772

有形固定資産の除却による支出 △265 △427

無形固定資産の取得による支出 △613 △661

関係会社株式の売却による収入 － 85

その他 △818 △11

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,960 △2,787

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 550 －

長期借入れによる収入 67,600 －

長期借入金の返済による支出 △16,289 △2,794

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

－ △100

その他 △86 △156

財務活動によるキャッシュ・フロー 51,774 △3,051

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,778 2,847

現金及び現金同等物の期首残高 1,978 13,010

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 27

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,756 15,886
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

第１四半期連結会計期間より、新たに設立したUSEN-NEXT Design㈱を連結の範囲に含めております。
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（セグメント情報等）

(セグメント情報)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期
連結
損益
計算書
計上額
(注)２

店舗サ
ービス
事業

通信
事業

業務用
システム
事業

コンテン
ツ配信
事業

エネル
ギー
事業

メディア
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 10,664 19,304 4,351 9,316 806 979 45,424 － 45,424

セグメント間の内部売上高
又は振替高

160 265 25 36 － － 487 △487 －

計 10,825 19,570 4,377 9,352 806 979 45,912 △487 45,424

セグメント利益又は
損失(△)

2,296 1,315 758 290 △184 41 4,517 △2,262 2,254

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△2,262百万円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配

分していない全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費で

あります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

　

(のれんの金額の重要な変動)

当第２四半期連結会計期間において、株式会社USEN及び同社の連結子会社３社を連結子会社したことにより、の

れんの金額に重要な変動が生じております

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間においては、40,561百万円であります。当

該のれんについては、報告セグメントに配分しておりません。

　

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期
連結
損益
計算書
計上額
(注)２

店舗サ
ービス
事業

通信
事業

業務用
システム
事業

コンテン
ツ配信
事業

エネル
ギー
事業

メディア
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 21,531 19,936 9,144 12,658 7,432 2,352 73,056 31 73,087

セグメント間の内部売上高
又は振替高

296 480 74 27 － 2 882 △882 －

計 21,827 20,417 9,218 12,686 7,432 2,355 73,938 △851 73,087

セグメント利益又は
損失(△)

4,474 2,373 1,726 202 △329 175 8,623 △3,423 5,200

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額△3,423百万円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配

分していない全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費で

あります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの変更）

平成29年12月１日付で㈱USEN（同日付で当社との吸収合併により消滅）との経営統合及び持株会社体制へ移行し

たことに伴い、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを従来の「コンテンツプラットフォーム事業」、

「コミュニケーションネットワーク事業」、「音楽配信事業」、「業務用システム事業」、「ICT事業」及び「その

他」から、「店舗サービス事業」、「通信事業」、「業務用システム事業」、「コンテンツ配信事業」、「エネル

ギー事業」、「メディア事業」に変更しております。

（報告セグメントの利益又は損失の測定方法）

第１四半期連結会計期間より各セグメントの業績をより適切に評価するため、会社費用の配賦方法を変更してお

ります。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間において用いた報告セグメン

ト及び費用の配分方法に基づき作成したものを開示しており、株式会社USEN及びその連結子会社３社の３ヶ月分

（平成29年３月１日～平成29年５月31日）が含まれております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

　

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

　

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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